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議員

市
長
の
海
外
視
察
は
自
分
の
お
金
で

行
く
べ
き
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か

市
長
の
海
外
視
察
は
自
分
の
お
金
で

行
く
べ
き
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か

問問
　

ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
【　

 

】
に

つ
い
て
聞
く
。

　

港
湾
施
設
を
見
に
行
く
と
い

う
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
議
会
は

予
算
化
に
賛
成
し
た
。

　

市
長
は
フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ
ス

で
行
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

港
湾
が
目
的
な
の
に
、
な
ぜ

観
光
が
多
い
の
か
。

　

市
民
税
を
１
円
も
無
駄
に
使

わ
な
い
と（
市
長
が
）言
う
な
ら
、

な
ぜ
自
分
の
お
金
で
行
か
な
か

っ
た
の
か
。
公
務
、
自
分
の
目

的
と
、
分
け
る
べ
き
で
は
な
か

っ
た
か
。

　
　
市
長

　

市
は
、
名
古
屋
港
を
構
成
す

る
自
治
体
と
し
て
、
過
去
か
ら

参
加
し
て
お
り
、
昭
和
５９
年
の

第
１
回
か
ら
参
加
し
、
私
が
８

回
目
の
参
加
で
あ
る
。

　

公
務
と
し
て
参
加
し
、（
飛

行
機
は
）
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス
で

行
っ
た
。
宿
泊
費
等
を
負
担
金

で
払
い
、
議
会
に
予
算
承
認
を

得
て
、
決
算
、
監
査
も
済
ん
で

い
る
。

　

成
果
は
、
フ
ラ
ン
ス
船
会
社

が
２２
年
か
ら
名
古
屋
港
を
利
用

し
、
名
古
屋
港
の
９
年
連
続
貨

物
量
日
本
一
に
、
大
き
く
貢
献

し
て
い
る
。

　

現
在
、
鍋
田
ふ
頭
第
３
バ
ー

ス
整
備
、
背
後
道
路
計
画
も
順

調
に
推
移
し
、
（
市
内
臨
海
部

に
）
日
本
通
運
、
名
港
海
運
、

伊
勢
湾
海
運
が
企
業
進
出
し
て

お
り
、
過
去
の
関
係
者
の
努
力

も
あ
り
、
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
と
密

接
に
関
係
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

視
察
は
、
私
が
日
程
、
訪
問

地
を
裁
量
す
る
と
こ
ろ
で
な
く
、

す
べ
て
が
団
体
行
動
と
い
う
形

で
、
行
動
を
と
も
に
し
た
。

　

今
回
を
機
に
、
参
加
の
あ
り

方
等
は
今
後
に
生
か
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。（
議
員
か
ら
の
）

示
唆
を
、
あ
り
が
た
く
思
っ
て

い
る
。
旅
費
調
査
特
別
委
員
会

【
＝
関
連
記
事
３
面
】で
方
針
を

も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
将
来
、
市
が
港
に

懸
け
る
期
待
は
非
常
に
大
き
い
。

継
続
し
て
参
加
で
き
る
こ
と
を

強
く
望
ん
で
い
る
。

　

女
性
の
会
の
視
察
で
、（
市

長
は
）１
人
で
電
車
賃
を
使
っ

て
行
っ
た
。

　

な
ぜ（
会
員
と
）一
緒
に
バ
ス

に
乗
ら
ず
に
行
っ
た
の
か
。

　

こ
れ
で
市
民
税
を
１
円
も
無

駄
に
使
わ
な
い
と
い
う
こ
と
が

言
え
る
の
か
。

　
　
市
長

　

女
性
の
会
等
の
各
種
団
体
か

ら
の
依
頼
に
よ
り
、
日
程
調
整

し
な
が
ら
参
加
し
て
お
り
、
数

ヵ
月
前
に
決
定
さ
れ
る
。

　

当
日
近
辺
に
な
る
と
、
私
の

公
務
の
変
更
で
、
最
初
か
ら
最

後
ま
で
参
加
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
、
鉄
道
利
用
や
少
し
早
く

帰
る
状
況
が
ど
う
し
て
も
出
て

く
る
。こ
れ
も
理
解
し
て
ほ
し
い
。

　

し
か
し
、
議
員
の
言
う
税
の

無
駄
遣
い
に
対
し
て
は
、
今
後

は
公
務
の
日
程
等
が
な
い
よ
う
、

ほ
か
の
人
の
代
行
も
検
討
し
、

諸
経
費
の
こ
と
は
検
討
し
な
が

ら
、
各
種
団
体
と
懇
親
を
深
め

て
い
き
た
い
。

　

大
変
地
域
で
活
躍
を
し
て
も

ら
っ
て
い
る
団
体
な
の
で
、
理

解
し
て
ほ
し
い
。

答答 公
務
変
更
時
の
鉄

道
利
用
に
理
解
を

公
務
変
更
時
の
鉄

道
利
用
に
理
解
を

答答 参
加
の
あ
り
方
は

今
後
に
生
か
し
た
い

参
加
の
あ
り
方
は

今
後
に
生
か
し
た
い

問問 視
察
に
鉄
道
利
用

し
た
の
は
な
ぜ
か

視
察
に
鉄
道
利
用

し
た
の
は
な
ぜ
か

大 原 　 功

　
　
　

名
古
屋
商
工
会
議
所
、
名
古
屋

　
　
　

港
管
理
組
合
等
４
団
体
が
主
催
。

名
古
屋
港
へ
の
誘
致
・
利
用
促
進
や
経

済
交
流
活
動
の
た
め
の
使
節
団
を
、
昭

和
５９
年
か
ら
派
遣
し
て
い
る
。

　

２０
年
は
１０
月
１１
日
〜
２４
日
の
期
間
に
、

港
湾
企
業
関
係
者
等
か
ら
３７
人
が
参
加
。

市
長
も
市
臨
海
部
の
ふ
頭
Ｐ
Ｒ
の
た
め
、

フ
ラ
ン
ス
、
モ
ロ
ッ
コ
な
ど
、
地
中

海
・
北
ア
フ
リ
カ
諸
国
を
訪
問
し
た
。


